
Improvisation Practice 

では、Improvisation Practice、始めていきましょう。

こちらのテキストでは、アドリブフレーズを作る為の基本を学んでいきます。

もう 1 つの Improvisation Basic の方でも大元を解説していますが、もう少し「具体的にど

ういうことをやっていくか？」と言う部分を見ていきましょう。

まず、用意したバッキングトラックは以下の 3 種類です。

・Track01、key=C、Ⅰ－Ⅳ(C－F)roop

・Track02、key=C、ⅠーⅥーⅡーⅤ(C－Am－Dm－G)roop

・Track03、key=C、Ⅴ 7(G7)一発(※実際は G7sus4⇔G7 に近い動きをしています)

これらをテンポ違いで 2 つずつ用意したので、計 6 つですね。

僕が用意したものの他にも、youtube で検索すると、色々な楽曲のバッキングトラックが
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出てきます。

後はフリーの音楽プレーヤーも web 上に落ちているので、それを使ってテンポやピッチを

変えれば様々な状況が作れますね。

DTM 環境がある人は、トラックを自分で作ってみても良いでしょう。

では、実際の練習に入ります。

■アイディア 1、短いフレーズを作ってみる

これは見ての通りですね。まずは短めのフレーズを作ってみよう、と言う事です。

基準はいくつかあって、「一定の拍数か、一定の小節数に収めてみよう」と考えると練習

がしやすいかもしれません。

拍数は、さすがに 1 拍は短すぎるので、普通は 2～4 拍間で完結する様にイメージするこ

とになるでしょう。

4 拍に収まるフレーズであれば、実質、1 小節間で考えるのとほぼ同じですね。

ちなみに、テンポが一定以上の速さの場合は、少ない拍数内でのフレーズは作りにくくな

ります(※時間的に短すぎるので) 

小節数で考える場合も同じで、こちらの方も、2 小節間にまたがるフレーズ、3 小節間、4
小節間と色々考えてみましょう。

実際の所、3 小節間の場合は 4 小節目が休符になるパターンもあるはずなので、結局どち

らも同じ、と考えても良いですね。

他の組み合わせとしては、3 小節＋1 小節(もしくは逆)で 2 種類のメロディーを弾くのもア

リでしょう。(※もちろん 2 小節＋2 小節なども可)

この辺り、色々なパターンを自分なりに出してみて下さい。

次の譜例は、1 つ 1 つのフレーズを短めにまとめてみたものです。

・アイディア 1、参考譜例 1、(Track01、サンプルフレーズ)
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大方、2 拍ほどで 1 つのフレーズが完結していますね。

これは次のアイディアとして解説しますが、フレーズのアタマ(強拍の部分)の手前にも導

入の為のメロディーが入っています。

これらは両者合わせてフレーズの一部と見るのですが、どちらかと言えば右側の四角の部

分を主体の様に見ます。(※鳴らしたい目的の音、の様に捉えた方が良いかもしれません) 

こう言った、強拍の前の弱拍からフレーズが始まる事をアウフタクト(弱起)と呼び、この

様にフレーズを作ると自然な導入感が生まれますね。(※アウフタクトについては【教科

書 vol.67】でも解説しています)

もちろん、次の様に普通に強拍からフレーズを始めても構いません。

・アイディア 1、参考譜例 2、(Track01、サンプルフレーズ)

この様に、普通に演奏しているのであれば、大方の場合、強起的なものと弱起的なものが

混ざってきますね。(※1、3 小節目のフレーズスタートが強起、2、4 小節目は弱起的な感

じです。2 小節目は 1 小節目の続きでもありますが)
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では、少し次の要素が混じりましたが、アイディア 1 としてはこんな感じです。

■アイディア 2、アウフタクトを意識してみる

さて、今説明したように、アウフタクトを意識すると、強拍でドン！とフレーズを始める

よりも導入感や流れのあるフレーズが作れます(演出できます)。

そもそも、1 小節内の 1 拍目を一番強い(強く感じる)とすると、残りの 3 拍は相対的には

弱拍ですね。

一応、1 小節内の 4 拍については以下の様な分類で説明されることが多いです。

(※4/4 拍子の場合)

3 拍目の「中強」は、2、4 拍目に比べたら少し強いという感じに捉えて、余程デリケート

に音楽を構築するのでもなければ、ほぼ、弱拍的に扱っても問題ないでしょう。

なので要するに、アウフタクト的なフレーズを弾く場合は、下の様な位置からスタートし

たらいいわけですね。

・アイディア 2、参考譜例 1、(Track01、サンプルフレーズ)
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この譜例は先ほどのアイディア 1 の様に、短いフレーズでまとまっていますね。

ですが逆に、以下の様にアウフタクトを長く取ることも可能です。

・アイディア 2、参考譜例 2、(Track01、サンプルフレーズ)

これらの譜例は少し極端に作ってありますが、実力のあるプレイヤーの演奏をコピーして

みると、いかにアウフタクト的なスタートをしているフレーズが多いか？に気が付くで

しょう。

ただ、この辺りについては、(強拍から始めるよりも)アウフタクトの方が良いと言うわけ

では無く、狙っている表現によって選ぶ感じですね。

弱拍から始まるフレーズは、ある種の流麗さを感じるのに対し、強拍から始まるフレーズ

は、実直さや素直さ、シンプルな勢いなどが生まれやすいです。(※これはダイナミクス

や使う音域など、他の要素にも影響されますが)

・アイディア 3、特定の狙った音に向かうフレーズ、高音 or低音

では、3 つめですが、タイトルにもある様に「フレーズの最後の音を先に決めてからフ

レーズを作ってみよう」と言うものです。

狙う音はどこでも良いのですが、まずは分かりやすく、高めの音と低めの音の極端に振っ

てみたいと思います。

ここでは、1弦 15 フレットの G 音と、4弦 5 フレットの G 音に設定してみましょうか。

フレーズのスタートから、狙った音までの展開にも工夫の余地はありますが、まずは素直

に目標の音へ無事辿り着くフレーズを作ってみて下さい。

ちなみに、パターンを大雑把に分類すると、

1、目標の音まで音を詰め込む(ある程度途切れず弾き続ける)
2、フレーズを(その範囲内で)複数に分ける
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の 2 パターンになるでしょう。

・アイディア 3、参考譜例 1、高音(G 音)目標　(Track02、サンプルフレーズ)

　

・アイディア 3、参考譜例 2、低音(G 音)目標　(Track02、サンプルフレーズ)

譜例では、低音部から高音部へ、高音部から低音部へと広めに展開させましたが、実際は

どのあたりの音程から始めても構いません。(※後、狙った音を必ずしも 4 小節目に持っ

て来なくても良いです。鳴らす場所は自由に決めて下さい)
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最後に、これは発展形になりますが、実際にアドリブをやっている最中には、フレーズの

展開を演奏しながら決めているわけですよね。(※意識的かどうかはともかく)

それは要するに、フレーズ(音)の向かう先や構成を大まかなイメージとして作り上げてい

るわけなので、それが瞬時に出来るかどうか？にこの練習は繋がってきます。

今回は、狙う場所が高音と低音と言う極端な例でしたが、着地点はどこでも良いので色々

な場所でやってみましょう。

・アイディア 4、譜割りの工夫と、シンコペーションを使ったフレーズ

最後の 4 つ目は、「譜割りとシンコペーションの工夫」なので、リズム面からのアプロー

チですね。　

これも【教科書】の後半の方で色々とやっていますが、もう少し具体例を挙げてみましょ

うか。

まず、基本的な譜割りについてですが、4 分音符、8 分音符はそこまで組み合わせが多く

はありませんね。(※と言いつつも、作ろうと思えばそれなりに作れますが)

なので 16 分音符で見てみましょう。組み合わせとしてはこんな感じです。

※16 分音符の各組み合わせ事例(1 拍内、音 4 つ分のパターン)

それぞれ 1 拍内、16 分音符 4 つ分の範囲でのパターンはこうなりますね。

これらを組み合わせるだけでも、リズム面での工夫は沢山出来ますが、さらにシンコペー

ションを加えると、どんどんフレーズを高度にできます。(※その時、高度なものを弾く

べきかどうかはともかく)
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※16 分音符とシンコペーションの組み合わせ事例

極端な例としてはこんな感じですね。

これらの要素を意識してフレーズを作ってみよう、と言うアイディアです。

それでは実際の譜例ですが、次はバッキングにドミナント 7th 一発(G7)の Track03 を使っ

てみましょうか。

こう言った状況の場合、マイナーペンタを使う事も多いのですが、それだとロック的なフ

レーズが出て来やすいので、少し趣向を変えて Gミクソリディアン(＝C メジャースケー

ル)をメインに考えてみます。(※もちろんマイナーペンタでも可)

先ほどまでの譜例よりも、少しリズムに趣向を凝らしてみましょう。

・アイディア 4、参考譜例 1　(Track03、サンプルフレーズ)

・アイディア 4、参考譜例 2　(Track03、サンプルフレーズ)

(※次ページに続きます)
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アイディア 3 までのフレーズは横に流れる様なものが多かったのですが、こちらは縦の動

きを強く感じますね。(※バックがファンク系なのもありますが)

この様に休符やスタッカートを意識すると、リズムの縦のラインが見える様な傾向になり

ます。

シンコペーションは、通常、強拍(相対的に強く感じる)になる位置からアタックがズレる

ので、リズムの変化を生みだせますね。

例えば自分の弾くフレーズがマンネリ化してきた時に、譜割りをガラッと変えてみるなど

すると、新しいアイディアが湧いてくるでしょう。

と言う事で、【Improvisation Practice】メインテキストは以上になります。

フレーズ作りの実戦と言う事で、主にテクニカルな観点からの解説となりましたが、役に

立ててもらえたら嬉しく思います。

このテキストの他にも、【教科書】や【Improvisation Basic】の内容とも合わせて、アドリ

ブフレーズを考えてみて下さい。

後、気が付いている人もいるかと思いますが、これらの手法や観点は作曲にも活かすこと

が可能です。

結局のところ、音楽の 3 大要素と言われる、メロディー、リズム、ハーモニーの組み合わ

せの話ですからね。

全ては繋がっている、と言う感覚を忘れずに、色々な視点から音楽を見ることが出来るよ

うになるのが大事ですね。

それでは、また別の講座でお会いしましょう。

ありがとうございました。

大沼
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